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昨
年
度
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
香
川

県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
千
切
谷
耕
一

郎
で
す
。
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
か
ら
続
い
て
い
る
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
学
校
の
休
校
や
各
種
大
会
の

中
止
と
い
う
非
常
事
態
と
な
り
、
我
々

保
護
者
や
学
校
だ
け
で
な
く
、
社
会
全

体
と
し
て
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
境
遇

を
過
ご
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
日
常
が
大
き
く

変
わ
り
、
当
た
り
前
で
あ
っ
た
学
業
や

部
活
動
の
機
会
を
奪
わ
れ
、
将
来
の
進

路
に
つ
い
て
も
大
き
な
不
安
の
中
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

香
川
県
高
Ｐ
連
の
事
業
と
し
て
は
、

６
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
総
会
も

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
す
べ
て
書

面
で
の
決
議
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

７
月
開
催
予
定
で
あ
っ
た
中
国
・
四
国

地
区
高
Ｐ
連
大
会
広
島
大
会
が
中
止
に
、

８
月
に
島
根
県
で
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
全
国
高
Ｐ
連
大
会
も
来
年
度
へ
延

期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し

て
の
多
く
の
学
び
の
場
を
失
う
こ
と
と

な
り
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

し
て
何
が
出
来
る
か
、
ど
う
い
っ
た
存

在
で
あ
る
か
今
一
度
見
つ
め
直
す
機
会

と
前
向
き
に
捉
え
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、
こ
の
度

香
川
県
高
Ｐ
連
前
会
長
の
泉　

満
氏
が

全
国
高
Ｐ
連
の
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。
中
国
・
四
国
地
区
か
ら
の
会
長
就

任
は
歴
史
的
な
こ
と
で
も
あ
り
、
今
後

も
地
方
と
中
央
の
懸
け
橋
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

香
川
県
高
Ｐ
連
と
し
て
も
こ
の
機
会
を

最
大
限
に
活
か
し
、
様
々
な
意
見
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
て
も
難
し
い
時
期
の
舵
取
り
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
持
ち
前
の
行
動
力

と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
で
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
心
よ
り
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
昨
年
の
全
国
高
Ｐ
連
大
会
京

都
大
会
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
、
日
本

電
産
株
式
会
社
の
永
守
重
信
会
長
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
内
で
コ
ロ
ナ
禍
の
対

応
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け

て
い
る
の
を
目
に
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

だ
け
で
な
く
、
今
後
も
起
こ
り
得
る
自

然
災
害
等
の
試
練
の
中
で
、
明
日
を
信

じ
前
向
き
に
今
で
き
る
こ
と
を
進
め
て

い
く
、
逆
に
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化

を
こ
れ
ま
で
に
な
い
方
法
で
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
、
と
い
う

趣
旨
の
内
容
で
し
た
。
先
行
き
が
見
え

な
い
現
状
を
嘆
く
の
で
は
な
く
、
状
況

を
俯
瞰
し
て
と
ら
え
、
首
都
圏
へ
の
人

口
集
中
や
教
育
の
地
域
格
差
の
改
善
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
機
会
と
捉
え
、

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

リ
モ
ー
ト
授
業
を
は
じ
め
と
す
る
学

校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
、
今

の
よ
う
な
状
況
下
だ
け
必
要
な
も
の
で

は
な
く
、
教
育
の
機
会
を
広
げ
る
意
味

で
も
非
常
に
有
意
義
だ
と
考
え
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時

代
の
中
で
、
変
化
を
恐
れ
ず
様
々
な
視

点
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
の
将
来
を
守
る
上
で
と
て
も
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
香
川
県
高
Ｐ
連
と
し
て
も
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
環
境
作
り
も
含
め
て
全
力
で

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
状
況

を
鑑
み
な
が
ら
可
能
な
限
り
の
研
修
活

動
等
も
行
う
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
本
会
の
活
動
に
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会長あいさつ

香川県高等学校PTA連合会

会長 千切谷 耕一郎
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新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次の今年度研修活動は中止または延期となりました。

高Ｐ連より

第62回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会広島大会

令和2年度研修活動の中止等について

第70回全国高等学校PTA連合会大会島根大会

第3回香川県高Ｐ連研修会　9.26（土）

第27回大学・専門学校訪問研修会（京都方面）
（一般財団法人香川県高等学校教育振興会主催）

　

令
和
２
年
度
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
は
、
香
川
県
か
ら
次
の
個
人
・

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
（
個
人
）

　

森
江　
　

実　

様　

善
通
寺
第
一
高
等
学
校
前
P
T
A
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
単
Ｐ
会
長
２
年
、
県
高
Ｐ
連
理
事
２
年
）

　

岩
倉　

秀
人　

様　

観
音
寺
総
合
高
等
学
校
前
P
T
A
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
単
Ｐ
会
長
２
年
、
県
高
Ｐ
連
理
事
２
年
）

●
全
国
高
Ｐ
連
会
長
表
彰
（
団
体
）

　

高
松
商
業
高
等
学
校
P
T
A

　

丸
亀
高
等
学
校
P
T
A

●
優
良
P
T
A
文
部
科
学
大
臣
表
彰
（
団
体
）

　

高
松
北
中
学
校
・
高
等
学
校
P
T
A
（
10
月
初
旬
決
定
）

10.17（金）・18（土）

今年度の実施は中止し、今年度の計画をそのまま来年度に延期します。
期日：令和３年10月15日（金）・16日（土）
訪問校（予定）：立命館大学、龍谷大学、京都先端科学大学、京都調理師専門学校

今年度の実施は中止し、今年度の計画をそのまま来年度に延期します。
期日：令和３年９月11日（土）　会場：サンポートホール高松　第１小ホール
講師：文部科学省総合教育政策局長　浅田和伸氏（香川県出身）

来年度へ延期となりました。次の日程で準備が進められています。
期日：令和３年８月24日（火）・25日（水）［松江市ほか］

開催中止となりました。来年度は徳島大会です。
期日：令和３年７月16日（金）　会場：アスティとくしま（徳島市）

8.20（木）・21（金）

7.10（金）

祝表彰
～おめでとうございます～

令和2年度

役員名簿役員名簿

　

令
和
２
年
度
の
香
川
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

推
進
功
労
者
表
彰
式
、
香
川
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
総
会
及
び
一
般
財
団
法
人
香
川
県
高
等
学

校
教
育
振
興
会
定
時
評
議
員
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
次
の
よ
う
に

変
更
し
ま
し
た
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰
式　

中
止

・
高
Ｐ
連
総
会　

「
書
面
表
決
」
に
よ
る
開
催

・
教
育
振
興
会
定
時
評
議
員
会　

「
み
な
し
決

議
」
に
よ
る
開
催

　

関
係
資
料
を
送
り
審
議
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、

以
下
の
各
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
高
Ｐ
連
総
会
】

○
令
和
元
年
度
事
業
報
告

○
令
和
元
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
令
和
２
年
度
事
業
計
画
案

○
令
和
２
年
度
収
支
予
算
案

○
令
和
２
年
度
役
員
の
選
任

○
第
62
回
中
国
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会
（
広
島

大
会
）
に
つ
い
て

○
第
70
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
（
島
根
大
会
）
に
つ

い
て

○
第
３
回
香
川
県
高
Ｐ
連
研
修
会
に
つ
い
て

【
教
育
振
興
会
定
時
評
議
員
会
】

○
令
和
元
年
度
事
業
報
告

○
令
和
元
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
理
事
及
び
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

○
令
和
２
年
度
事
業
計
画
案

○
令
和
２
年
度
収
支
予
算
案

○
公
益
事
業
に
つ
い
て

　

な
お
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰
に
つ
き

ま
し
て
は
、
表
彰
状
40
名
、
感
謝
状
57
名
、
県
連

本
部
功
労
者
13
名
に
対
し
て
後
日
賞
状
及
び
記
念

品
を
学
校
あ
て
に
お
送
り
し
、
各
学
校
で
授
与
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
へ
の

感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。

役職名
会　　長
副　会　長

理　　事

氏　名
千切谷　耕一郎
大　和　義　治
綾　野　義　博
出　射　隆　文
北　堀　礼　子
髙　尾　浩　二
福　家　　　功
村　山　祐　介
三　倉　泰　英
前　川　佐永子

所属PTA
高　　　松
三　本　松
丸　　　亀
高　　　松
石　　　田
高 松 工 芸
高　松　南
香 川 中 央
坂 出 工 業
善通寺第一

単P等職名
顧　　問
会　　長
会　　長
校　　長
校　　長
会　　長
会　　長
会　　長
会　　長
会　　長

役職名
理　　事

常務理事
監　　事

顧　　問

氏　名
土　井　理　裕
荒　川　　　誠
香　川　泰　造
三　谷　雄　治
吉　田　　　智
安　藤　航　二
松　岡　健　司
雨　嶋　大　輔
綾　田　福　雄
泉　　　　　満

所属PTA
観音寺第一
観音寺総合
高 松 中 央
坂 出 第 一

聾
高Ｐ連事務局
高 松 西
丸 亀 城 西
高Ｐ連元会長
高Ｐ連前会長

単P等職名
校　　長
会　　長
校　　長
校　　長
校　　長
事務局長
会　　長
会　　長
顧　　問
顧　　問

令和2年度
一般財団法人香川県高等学校教育振興会

令和2年度
香川県高等学校PTA連合会

役職名
理　事　長
常務理事
理　　事

監　　事

氏　名
千切谷　耕一郎
安　藤　航　二
出　射　隆　文
梶　　　正　司
土　井　理　裕
細　川　典　宏
香　川　泰　造
松　岡　健　司
雨　嶋　大　輔

所属校等
高　　　　松
振興会事務局
高　　　　松
高 松 商 業
観音寺第一
高 松 第 一
高 松 中 央
高　松　西
丸 亀 城 西

所属高校等役職名
顧　　問
事務局長
校　　長
校　　長
校　　長
校　　長
校　　長
会　　長
会　　長

香川県高等学校PTA活動推進功労者表彰及び高P連総会
一般財団法人香川県高等学校教育振興会定時評議員会

第2回家庭教育大学講座

バザー（屋台）

事業所説明会ふれあい講習会（ピザ作り）
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石
垣
の
高
さ
日
本

一
の
丸
亀
城
の
麓
に

位
置
す
る
本
校
は
、

令
和
３
年
に
創
立

１
１
５
周
年
、
ま
た

本
年
普
通
科
創
設
70

周
年
を
迎
え
る
中
高
一
貫
の
私
立
の
進
学

校
で
す
。

　

香
川
県
内
は
も
と
よ
り
県
外
か
ら
の
通

学
生
も
多
く
、
学
校
に
対
す
る
保
護
者
の

関
心
は
と
て
も
高
い
の
で
、
学
校
行
事
が

開
催
さ
れ
る
度
に
多
く
の
方
が
来
校
し
、

子
ど
も
達
の
活
躍
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
校
区
が
広
域
の
た
め

９
つ
の
支
部
に
区
分
し
、
各
支
部
の
支
部

長
さ
ん
を
中
心
に
活
動
す
る
支
部
会
と
、

学
校
で
行
わ
れ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
・
役
員
会
、

家
庭
教
育
大
学
講
座
、
ま
た
生
徒
・
同
窓

会
と
協
同
し
て
行
う
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
食
育
を
テ
ー
マ
に
行
わ

れ
た
昨
年
度
の
「
第
２
回
家
庭
教
育
大
学

講
座
」
で
は
、
食
育
に
つ
い
て
の
事
前
講

義
を
受
け
た
後
、

本
校
学
食
調
理
場

に
お
い
て
フ
レ
ン

チ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ボ
ワ
・
エ
・
デ

ュ
ポ
ン
」
の
木
場

巳
雄
シ
ェ
フ
に
ラ

イ
ブ
で
３
品
ご
披

露
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

手
際
の
良
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
普

通
の
食
材
を
オ
シ
ャ
レ
に
仕
上
げ
る
コ
ツ

や
盛
り
付
け
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
テ
ン
ポ

の
い
い
話
術
に
の
せ
て
、
調
理
す
る
上
で

の
ヒ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
完
成
さ
れ
た
料
理
を
試
食
し
な

が
ら
の
座
談
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
改
名
し
た
学
園

祭
。
中
で
も
同
窓
会
と
協
同
し
て
出
店
し

て
い
る
バ
ザ
ー
（
屋
台
）
は
、
仕
込
み
の

段
階
は
同
窓
会

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、

販
売
に
な
る
と

そ
こ
に
子
ど
も

達
が
加
わ
っ
て
、

世
代
を
超
え
た

大
手
前
丸
亀
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
感
じ

る
ひ
と
時
で
も

あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
が
あ
り
ま
す
。
各
家
庭
よ
り
不
用
品

や
制
服
を
提
供
し
て
も
ら
い
安
価
に
販
売

し
て
い
ま
す
。
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」
で
す

か
ら
売
上
全
額
を
「
丸
亀
城
石
垣
修
復
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
寄
付
し
、
市
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
る
お
城
の
石
垣
修
復
が
完
了
す

る
ま
で
、
微
力
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
行
事
を
通
じ
て
学
校
と
の
連
携

を
高
め
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
が
輝
き

充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
校
は
令
和
３
年

度
に
創
立
60
周
年
を

迎
え
る
、
幼
稚
部
か

ら
小
学
部
・
中
学

部
・
高
等
部
ま
で
の

幼
児
児
童
生
徒
が
通

っ
て
い
る
、
知
的
障

害
教
育
校
で
す
。『
い
き
い
き
と　

心
ゆ

た
か
に　

た
く
ま
し
く
』
の
校
訓
の
も
と
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
し
、
子
ど

も
た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
し
、
自
立
を
目

指
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
文
化
部
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
、
研
修
部
、
ベ
ル
マ
ー

ク
部
か
ら
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の

学
校
生
活
が
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ
う

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染

予
防
対
策
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が

中
止
と
な
っ
て
お
り
、
と
て
も
残
念
で
す
。

い
つ
も
な
ら
、
保
護
者
同
士
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る
も
の
か
ら
子
ど
も
の
卒
業
後
の

た
め
の
勉
強
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
、

「
で
き
る
時
に
、
で
き
る
事
を
、
で
き
る

だ
け
」
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

例
年
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
文
化
部

で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
報
告
を
行
っ
て
い
る
『
チ
ュ
ー
ブ
く

ん
新
聞
』
の
発
行
と
、
保
護
者
同
士
の
親

睦
を
兼
ね
た
講
習
会
の
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
、
学
校
行

事
に
伴
う
駐
車
場
当
番
の
活
動
や
体
育

祭
・
運
動
会
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
競
技
の
運
営
を

し
て
い
ま
す
。

　

研
修
部
で
は
、
本
校
親
の
会
と
合
同
で
、

事
業
所
説
明
会
と

施
設
見
学
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
事

業
所
説
明
会
は
、

卒
業
後
子
ど
も
た

ち
が
働
く
で
あ
ろ

う
事
業
所
の
方
に

学
校
へ
お
越
し
い

た
だ
い
て
、
紹
介

を
し
て
い
た
だ
く

会
で
す
。
施
設
見

学
会
は
、
私
た
ち

保
護
者
が
事
業
所

を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
見
学
し
な
が
ら
説
明
を
し
て
い

た
だ
く
会
で
す
。

　

ベ
ル
マ
ー
ク
部
で
は
、
保
護
者
が
集
ま

り
、
分
類
整
理
を
し
な
が
ら
子
育
て
の
悩

み
を
相
談
し
あ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
１

年
間
に
10
万
円
分
く
ら
い
の
ベ
ル
マ
ー
ク

が
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
役
立

つ
物
品
購
入
に
あ
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
11
月
に
は
学
校
祭
が
あ
り

ま
す
。
校
内
外
か
ら
多
く
の
来
校
者
を
迎

え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
お

弁
当
や
ジ
ュ
ー
ス

の
販
売
、
子
ど
も

た
ち
向
け
の
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

を
運
営
し
、
準
備

か
ら
片
付
け
ま
で

た
く
さ
ん
の
保
護

者
の
皆
さ
ま
の
協

力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
学

校
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

第2回家庭教育大学講座第2回家庭教育大学講座

バザー（屋台）バザー（屋台）

第2回家庭教育大学講座

（両校の写真は昨年度のものです）

バザー（屋台）

事業所説明会事業所説明会ふれあい講習会（ピザ作り）ふれあい講習会（ピザ作り） 事業所説明会ふれあい講習会（ピザ作り）
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香
川
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
泉　

満

顧
問
（
前
会
長
）
が
、
６
月
27
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
一
般
社
団
法
人
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
令
和
２
年
度
定
時
総
会
に
お
い

て
、
第
十
九
代
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

香
川
県
か
ら
は
、
第
七
代
会
長
鎌
田
道
海
氏

か
ら
数
え
て
37
年
目
に
、
２
人
目
の
全
国
高
Ｐ

連
会
長
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
27
年
の
全
国
高
Ｐ
連

発
足
か
ら
68
年
の
歴
史
の
中
で
、
２
名
も
の
会
長
を
輩
出
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
我
々
に
と
っ
て
も
非
常
に
誇
ら
し
く
名
誉
な
こ
と
で
あ

り
、
泉
氏
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
全
国
的
な
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
す
べ
く
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
他

に
は
中
国
・
四
国
地
区
で
は
第
十
二
代
会
長
に
広
島
県
高
Ｐ
連
か
ら

選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
下
、
泉
新
体
制
は
前
途
多
難
な
船

出
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
は
５
月
25
日
に
全
面

解
除
に
な
っ
た
も
の
の
、
総
会
の
招
集
は
叶
わ
ず
、
書
面
で
の
議
決

権
行
使
と
い
う
形
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
、
議
案
は
理
事
会
、
総
会

い
ず
れ
に
お
い
て
も
順
調
に
承
認
さ
れ
、
晴
れ
て
泉
新
会
長
が
誕
生

し
ま
し
た
が
就
任
あ
い
さ
つ
の
場
が
な
く
、
や
む
な
く
全
国
高
Ｐ
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
「
会
長
あ
い
さ
つ
」
と
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
高
Ｐ
連
に
は
47
の
都
道
府
県
高
Ｐ
連
に
加
え
３
市
の
高
Ｐ
連

が
加
盟
し
て
お
り
、
合
計
50
の
加
盟
団
体
数
で
す
。
全
国
に
お
け
る

高
Ｐ
連
加
盟
は
、
令
和
２
年
３
月
31
日
現
在
で
学
校
数
は
約
四
千
校
、

生
徒
数
二
百
十
五
万
余
名
。
令
和
２
年
度
の
予
算
額
は
、
九
千
八
百

万
円
余
り
の
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
大
き
な
全
国
規
模
の
組
織
を
ま
と
め
上
げ
、
定

款
に
あ
る
「
基
本
目
標
お
よ
び
事
業
方
針
」
に
沿
っ
て
リ
ー
ド
し
て

い
く
に
は
、
並
大
抵
の
統
率
力
と
実
行
力
で
は
成
し
得
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
泉
氏
に
は
そ
の
資
質
・
能
力
が
十
分
に
兼
ね
備
わ
っ
て
お
り
、

必
ず
や
所
期
の
目
的
を
達
成
さ
れ
ん
も
の
と
信
じ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

年
７
回
の
理
事
会
、
総
会
、
年
２
回
の
会
長
・
事
務
局
長
会
、
全

国
大
会
、
９
地
区
の
大
会
列
席
と
あ
い
さ
つ
等
、
全
国
高
Ｐ
連
関
連

行
事
も
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
文
部
科
学
省
や
全
国

高
等
学
校
長
協
会
と
の
懇
談
・
協
議
な
ど
、
本
業
の
合
間
を
縫
っ
て

の
業
務
の
遂
行
に
は
体
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
足
り
な
い
ほ
ど
で
は
な

い
か
と
察
し
ま
す
。

　

強
靭
な
精
神
力
と
忍
耐
力
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
は
存
じ
て
お
り

ま
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
さ
れ
、
全
国
の
高
校
生
と
保
護
者
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
す

る
次
第
で
す
。

　

７
月
28
日
（
火
）
に
、
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
泉
会
長

と
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
の
北
川
会
長
が
文
部
科
学
省
に
招
か
れ
、

萩
生
田
大
臣
、
亀
岡
副
大
臣
と
、「
学
校
再
開
後
の
学
校
の
状
況
に

関
す
る
意
見
交
換
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

◎
国
へ
の
要
望
・
今
後
希
望
す
る
支
援
策
に
つ
い
て

　

泉
会
長
と
北
川
会
長
か
ら
は
、
一
人
一
台
の
端
末
の
整
備
を
含
め

た
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で
の
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
や
、
教
職

員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
人
的
支
援
等
に
つ
い
て
要
望
す
る
と
と
も

に
、
異
常
な
事
態
と
い
え
る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
学
校
で
精
一
杯
対
応
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
先
生
方
に
す
べ
て
を
押
し
付
け
た
り
せ
ず
、
地

域
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
い
ろ
い
ろ
な
力
を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
述
べ
ま
し
た
。

◎
学
校
再
開
後
の
教
育
委
員
会
、
学
校
現
場
、
教
職
員
の
取
り
組
み

等
に
つ
い
て

　

萩
生
田
大
臣
か
ら
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
展
開
や
、
現
在
募

集
し
て
い
る
学
校
・
子
供
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
人
材
の
活
用
を
は
じ
め

と
し
た
学
校
支
援
策
な
ど
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、

修
学
旅
行
な
ど
子
供
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
学
校
行
事
の

実
施
や
検
討
を
ス
タ
ー
ト
し
た
、
令
和
の
時
代
の
新
し
い
学
校
像
の

実
現
に
向
け
て
の
協
力
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
会
長
は
、
今
日
の
大
臣
か
ら
の
話
を
各
地
区
に
伝
え
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
連
携
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

祝 泉 満 顧問 全国高Ｐ連会長に就任!!

文部科学省ウェブサイト：〈今日の出来事〉　7月28日
「学校再開後の学校の状況に関する意見交換会を実施しました」より
泉　満全国高P連会長　写真上：左から1人目
　　　　　　　　　　　写真下：左から3人目

『新型コロナウイルス感染症による
入院に関するお取扱い』について

B-200323

香川県高等学校PTA連合会推薦 高 校 生 総 合 保 障 制 度
〈制度引受保険会社〉

高松支店

香川県高松市磨屋町8-1
あなぶき磨屋町ビル4F

TEL.087-851-0196

補償項目

特定感染症補償

病気の補償

保険金
お支払い対象 備　考

7月31日から
対象になります。＊

（7月31日以降発病の場合）

補償開始日から
対象になります。

（入院保険金）

（疾病入院医療保険金等）
対　象新型コロナウイルスによる感染症の流行により、

お問い合わせを多くいただいております総合保障
制度（こども総合保険）における保険金のお支払い
対象についてご案内いたします。
※特定感染症補償については、入院保険金以外にも補償される場合がありますので補償項目はパンフレットをご確認ください。
※PCR検査等で陽性確定し、治療の為に入院が必要にもかかわらず、医療機関・医師の指示に基づき臨時施設または自宅で入院と同等の療養
をした場合、入院の場合と同様に保険金をお支払いします。
＊中途加入者は補償開始日から10日経過後に発病した場合対象になります。

文
部
科
学
大
臣
と
意
見
交
換
会

ご加入の皆様へ


